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第 2 節は「論理学の構造」と題され， フッサー jレの「純粋論理学j が意味の純粋形式論と意味の純粋
妥当性論とからなること，それは論理学を単なる記号の演算と見る形式主義に反対し，記号の意味と起
源を問うものであることが指摘される。








観J I本質観取J I現象学的還元J I超越論的」等の概念、が簡潔で的確な表現に集約して解明されたこと
に端的に現れており，このことは今後の研究者に稗益するところが大きいであろう。本論文において著
者は，単にフッサールのテキストに忠実に現象学の諸概念を吟味するばかりでなく，必要に応じてデカ
ルト，カント，へーゲル，ハイデッガーらのそれとも比較して，フッサール自身の思想を判明に浮かび、
上がらせようとするのであり， これは著者の該博な西洋近世哲学史ならびに現代思想、にたいする知識に
よって可能になったものであるが，これによってフッサールとこれらの哲学との相互関係にも光が投じ
られたことの功績も大きい。特に，従来から知られていたフッサール現象学のハイデッガー哲学形成へ
の影響や，ハイデッガーによるフッサール現象学の本質解明についての言及に加えて，初期ハイデッガー
の思想がフッサール後期の現象学展開への道を開いたことの指摘は貴重である。
本論文は論文題目にも彊われているように方法を主題とし，学問の方法としての現象学の性格や，現
象学自身の方法について，詳細に分析したうえで，その方法が古来の難問である時間論や論理学の基礎
づけの問題に応用され，新しい現象学的時間論や超越論的論理学が開拓されたことを論ずるO このよう
に現象学の方法を通して，現象学的時間論や超越論的論理学が展開したことを解明した功績は大きいと
いえよう。
しかしながら他方で，カント的あるいはハイデッガー的なものとの類似性を強調するあまり，フッサー
。，
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ル独自のものが十分に浮かび上がらない恐れもないではない。とくにフッサールの「理性の批判」がへー
ゲル的な「意識の経験の学」として読まれるのではなし、かと論ずることには，直ちに首肯し難いものが
ある。またベルクソンの時間論に言及して，ベルクソンは時間を実体的なものとして考えているのでは
ないか， との著者の言葉はベルクソン研究者から反論を招きうるものであろう。しかしこれは解釈の問
題であって暇庇というほどのものではない。
これらの問題が残るとしても，本論文が現象学哲学の研究において持つ意義がそれによって損われる
ものではない。審査委員会は，本論文が文学博士の学位請求論文として十分に価値のあることを認定す
るものである。
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